
カマツカB

川の中流から下流や水路などの、底
そこ

に砂
すな

の多い場所を好みます。いつも水底にい
て、砂の中の虫などを食べ、敵

てき

がくると
砂に潜

もぐ

って隠
かく

れます。

ヌマムツB

川の中流から下流の流れの緩
ゆる

やかな場所
に多い魚です。川の上

じょう

流
りゅう

側
がわ

にすむカワ
ムツとよく似

に

ていて、20 年ほど前まで
は同じ種

しゅ

とされていました。

ギンブナB

ため池や水路などの流れの緩
ゆる

やかな場所
にすんでいます。藻

も

や水の中の虫など、
いろんなものを食べます。メスだけで子
どもを増

ふ

やせることがわかっています。

ニホンウナギB

海岸から川の上流まで広くすんでいま
す。日本から遠く離

はな

れた海で卵
たまご

を産
う

み、
生まれた子どもはしばらく海をただよっ
た後、川をさかのぼって成

せい

長
ちょう

します。

シラウオA

川の水と海水が混
ま

ざる汽
き

水
すい

域
いき

にすむ、小
さくて細長い魚です。体は半

はん

透
とう

明
めい

で、骨
ほね

や内
ない

臓
ぞう

が透
す

けて見えます。春に川をさか
のぼって卵

たまご

を産
う

みます。

チュウガタスジシマドジョウA

流れの緩
ゆる

やかな川の中流から下流や用水
路などにすんでいます。細長い体にしま
模
も

様
よう

があり、6 本の口ひげがあります。
川の改

かい

修
しゅう

工事などで数が減
へ

っています。

ドジョウA

水田や水路などにすんでいます。細長い
体に、10 本の口ひげがあります。水の
中の酸

さん

素
そ

が少ないときは水面の空気を
吸
す

って腸
ちょう

で呼
こ

吸
きゅう

することができます。

ヤリタナゴA

流れが緩
ゆる

やかな川や用水路などにすんで
います。ドブガイなどの大きめの二

に

枚
まい

貝
がい

に管
くだ

をさしこんで卵
たまご

を産
う

み、貝の中で子
どもが育つという習

しゅう

性
せい

があります。

魚類
A ： 4 種

B ： 12 種
要調査 ： 1 種

明石い
きもの

コラム ギンブナとヘラブナ
　明石市レッドリストでカテゴリーＢとされているギンブナ。実は全国的

てき

には
それほど珍

めずら

しい魚ではありません。むしろどこにでもたくさんいるのでは？と思う方
もいるかもしれません。なぜ明石市ではギンブナが減

へ

っているのでしょうか。
　原

げん

因
いん

は、釣
つ

りをする人などが池に放す「ヘラブナ」です。ヘラブナはもとはゲンゴ
ロウブナという種

しゅ

類
るい

で、琵
び

琶
わ

湖
こ

や淀
よど

川にしかいない魚でした。ギンブナよりもヘラブ
ナのほうが、おなかから背中の幅

はば

（「体高」といいます）が大きいという特
とく

徴
ちょう

があります。
もともとギンブナと近い種類なので、放流されたヘラブナがギンブナのすみかをうば
うことになり、ギンブナが減ってしまったのです。
　人の手によって生きものを放すときには、もともとそこにくらす生きもののことを
よく考える必

ひつ

要
よう

があります。

ゲンゴロウブナ (ヘラブナ )

ギンブナ
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カネヒラ要

川や水路などの流れの緩
ゆる

やかな場所にす
む、体長 12cm ほどの大

おお

型
がた

のタナゴの仲
なか

間
ま

です。イシガイなどの二
に

枚
まい

貝
がい

に卵
たまご

を産
う

み、貝の中で子どもが育ちます。

ゴクラクハゼB

川の下流から海の近くまでの砂
すな

底
ぞこ

にい
て、砂や小石の間を泳いでは小さな虫な
どを食べています。石の下の卵

たまご

をオスが
守り、生まれた子どもは海へ下ります。

ウキゴリB

川の中流から海の近くまでの流れの緩
ゆる

や
かなところにいます。川

かわ

底
ぞこ

の石の下にぶ
らさがるようにたくさんの卵

たまご

を産
う

み、生
まれるまでオスが卵を守ります。

ミミズハゼB

ミミズのような細長い体で、川の中流か
ら河

か

口
こう

の石や砂
じゃ

利
り

の隙
すき

間
ま

に潜
ひそ

んでくらし
ています。川で生まれた子どもは海に下
り、少し大きくなると川に戻

もど

ってきます。

カワアナゴB

川の下流から海の近くまでにいます。昼
間は石や流木などの隠

かく

れ場が多いところ
に潜

ひそ

んでいて、夜に活動します。体の色
は周

まわ

りの色に合わせて変
か

わります。

ミナミメダカB

川や池、田んぼ、水路などの、流れが緩
ゆる

やかで水草の多い場所にすんでいます。
浅
あさ

いところで水面近くを群
む

れで泳ぎ、プ
ランクトンなどを食べています。

アユB

大人のアユは川の上流から中流にすんで
います。秋に生まれた子どもは海まで流
されて冬をこし、春に川をさかのぼって、
1 年で一生を終えます。

コウライモロコB

川の中流から下流とそれに続
つづ

く水路にい
て、流れの緩

ゆる

やかな砂
すな

や石の底
そこ

を好
この

みま
す。川と農業用水路を行ったり来たりし
て生活します。長めの口ひげがあります。

イトモロコB

川の中流から下流とそれに続
つづ

く水路にい
て、水

みず

底
ぞこ

近くを群
む

れで泳いでます。体の
真ん中を通るうろこは他より大きく、黒
い斑

はん

点
てん

があり、全体に黒い線に見えます。

明石いきものコラム守りたい　田んぼとため池
　明石市にたくさんあるため池ですが、その数は年々減

へ

ってきています。1971 年に
473 あったため池は、2005 年には 111 に減りました（明石市教育委員会『明石のため池』より）。
田んぼでの米作りのために作られたため池は、田んぼが減るとともに役目を終え、埋

う

め立てられてきたのです。
　田んぼやため池、水路、周

まわ

りの草地は、お互
たが

いにつながりあって、たくさんの生きもの
たちのすみかとなっています。水の中にはいろいろな種

しゅ

類
るい

の水草が生え、ドジョウやタナ
ゴにメダカ、カエルやその子どものオタマジャクシ、トンボの子どもであるヤゴ、ヒメタ
イコウチなどの昆

こん

虫
ちゅう

がくらします。田んぼの畦
あぜ

には明るい草地の植物が、ため池の周りに
は湿

しっ

地
ち

に生える植物が育ちます。全国的
てき

に田んぼやため池が減るにつれて、これらの生き
ものたちも、数が減ってきています。中には絶

ぜつ

滅
めつ

が心配されているものも少なくありません。
　大切な明石の生きものたちとそのすみかを、みんなで守っていきたいですね。

ため池の風景
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サラサヤンマB

山沿
ぞ

いの湿
しっ

地
ち

や林の中の小さな池にすん
でいます。成

せい

虫
ちゅう

は春から夏に見られ、オ
スは水面上を飛

と

びながらメスを探
さが

しま
す。黒い体に黄色の模

も

様
よう

があります。

オオイトトンボB

浮
う

き草の多い池や水田 周
しゅう

辺
へん

の水路にす
んでいます。成

せい

虫
ちゅう

は春から秋まで見られ、
水面付

ふ

近
きん

で活動します。オスは水色、メ
スは緑色や水色をしています。

ウスルリモンハナバチA

明石では里山林にすんでいて、成
せい

虫
ちゅう

は夏
から秋に見られます。黒い体に水色の毛
が所々に生えた、美しいハチです。アキ
ノタムラソウなどの花で蜜

みつ

を吸
す

います。

キゴシジガバチA

草地や住
じゅう

宅
たく

地
ち

の周
しゅう

辺
へん

にすみ、夏に見られ
ます。泥

どろ

で固
かた

めた巣
す

をつくり、オニグモ
の子どもやハナグモの仲

なか

間
ま

を捕
つか

まえて運
びこみ、卵

たまご

を産
う

みつけます。

フタモンクモバチA

石
いし

垣
がき

の多い神社や竹林の周
しゅう

辺
へん

にすみ、夏
に見られます。石垣のすきまなどに巣

す

を
つくり、大

おお

型
がた

のオニグモの仲
なか

間
ま

を捕
つか

まえ
て巣に運びこみ、卵

たまご

を産
う

みつけます。

ウラナミジャノメA

明るい草地にすみ、初
しょ

夏
か

と秋に見られま
す。地味な色ですが、はねの裏

うら

側
がわ

はうす
茶色のさざ波に大きな目玉模

も

様
よう

が目立ち
ます。幼

よう

虫
ちゅう

はイネの仲
なか

間
ま

の葉を食べます。

ウラギンスジヒョウモンA

明るく広い草原にすんでいます。初
しょ

夏
か

と
秋に見られ、成

せい

虫
ちゅう

はいろいろな花で蜜
みつ

を
吸
す

います。幼
よう

虫
ちゅう

はスミレの仲
なか

間
ま

の葉を食
べて育ちます。

ヒメタイコウチA

水がしみ出す山沿
ぞ

いの湿
しっ

地
ち

にすんでいま
す。小さくて丸っこいタイコウチの仲

なか

間
ま

で、はねが縮
ちぢ

んで飛
と

ぶことはできません。
動物の体

たい

液
えき

を吸
す

って生活しています。

ハッチョウトンボA

水がしみ出す林沿
ぞ

いの湿
しっ

地
ち

に生息してい
ます。成

せい

虫
ちゅう

は初
しょ

夏
か

から夏に見られます。
世界でもっとも小さなトンボといわれ、
オスの体は全身が真っ赤です。

アオヤンマA

ヨシなど水
みず

辺
べ

の草がよく茂
しげ

った池や湿
しっ

地
ち

にすんでいます。成
せい

虫
ちゅう

は初
しょ

夏
か

から夏に見
られ、早朝や夕方に活発に活動します。
全身が緑色の美しいトンボです。

ネアカヨシヤンマA

ヨシなど水
みず

辺
べ

の草がよく茂
しげ

った池にすん
でいます。成

せい

虫
ちゅう

は夏から秋に見られ、朝
と夕

ゆう

暮
ぐ

れ時によく活動します。体の黄色
や黄緑色の模様が目立ちます。

昆
こ ん

虫
ち ゅ う

類
る い

A ： 9 種
B ： 23 種

要調査 ： 46 種
今見られない ： 3 種
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マイマイカブリB

林や草地にすみ、地上を歩き回ってミミ
ズやカタツムリを食べます。首がとても
長い変

か

わった形をしており、はねはくっ
ついて飛

と

ぶことができません。

ミドリヒョウモンB

林に近い明るい草地にすんでいます。成
せい

虫
ちゅう

は夏から秋に見られ、ヒヨドリバナな
どいろいろな花で蜜

みつ

を吸
す

います。幼
よう

虫
ちゅう

は
スミレ類

るい

の葉を食べて育ちます。

ゴイシシジミB

ササがよく茂
しげ

った林にすんでいます。成
せい

虫
ちゅう

は春から秋に見られ、はねの裏
うら

側
がわ

は白
地に黒い斑

はん

点
てん

の模
も

様
よう

があります。幼
よう

虫
ちゅう

は
アブラムシを食べて生活しています。

ミドリシジミB

湿
しっ

地
ち

のハンノキ林にすんでいます。成
せいちゅう

虫
は主に初

しょ

夏
か

に見られ、オスは緑色に輝
かがや

く
はねを広げて葉にとまり、なわばりを張

は

ります。幼
よう

虫
ちゅう

はハンノキの葉を食べます。

アカシジミB

森や林にすみ、初
しょ

夏
か

から夏に見られます。
成
せい

虫
ちゅう

はオレンジ色をしており、夕
ゆう

暮
ぐ

れ時
に高いところを活発に飛

と

びます。幼
よう

虫
ちゅう

は
コナラなどの葉を食べて育ちます。

ミズイロオナガシジミB

森や林にすみ、初
しょ

夏
か

に見られます。灰
はい

色
いろ

の地味なシジミチョウですが、後ろばね
に尾

お

っぽのような突
とっ

起
き

があります。幼
よう

虫
ちゅう

はコナラなどの葉を食べて育ちます。

オオチャバネセセリB

林のそばにある草地にすんでいます。成
せい

虫
ちゅう

は初
しょ

夏
か

と秋に見られ、アザミなどいろ
いろな花で蜜

みつ

を吸
す

います。幼
よう

虫
ちゅう

はススキ
やササの葉を食べて成

せい

長
ちょう

します。

ハルゼミB

アカマツの林にすみ、珍
めずら

しく春に見られ
るセミの仲

なか

間
ま

です。日が差
さ

すと、成
せい

虫
ちゅう

は
一
いっ

斉
せい

に「ムゼームゼー」と聞こえる鳴き
声で合

がっ

唱
しょう

します。

ミヤマアカネB

田んぼや水路など流れがゆっくりな水
みず

辺
べ

にすんでいます。成
せい

虫
ちゅう

は夏から秋に見ら
れます。はねにある太くて茶色い帯

おび

がよ
く目立つ赤とんぼの仲

なか

間
ま

です。

ナニワトンボB

秋に水が減
へ

って岸が出るような池にすん
でいます。成

せい

虫
ちゅう

は夏から秋に見られ、オ
スは全身が真っ青で、水

みず

辺
べ

の石の上や杭
くい

にとまってなわばりを張
は

ります。

キトンボB

木
こ

陰
かげ

があり、秋に水が減
へ

って岸が出るよ
うな池にすんでいます。成

せい

虫
ちゅう

は夏から冬
の初

はじ

めに見られます。体とはねの大部分
が黄色いので、この名前がついています。

ヨツボシトンボB

水草がしげる池や湿
しっ

地
ち

にすんでいます。
成
せい

虫
ちゅう

は春から初
しょ

夏
か

に見られます。はねに
4 つの黒い部分があることが、名前の由
来になっています。
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アキアカネ要

水田や池にすんでいます。成
せい

虫
ちゅう

は夏の間
は山に移

い

動
どう

してくらし、秋に田んぼに
戻
もど

ってきて卵
たまご

を産
う

みます。昔から「赤と
んぼ」として親しまれてきました。

カトリヤンマ要

林沿
ぞ

いの池や田んぼにすみ、夏から秋に
見られます。成

せい

虫
ちゅう

は薄
うす

暗い環
かん

境
きょう

を好
この

み、
林の中の暗い場所で休んでいるところを
よく見かけます。

ベニイトトンボ要

水草がよく茂
しげ

った池や沼
ぬま

にすんでいま
す。成

せい

虫
ちゅう

は初
しょ

夏
か

から秋に見られ、水
みず

辺
べ

の
草にとまっています。オスは全身きれい
な赤色で、名前の由来になっています。

シロスジフトハナバチB

明石では里山林にすんでいて、夏から秋
の初

はじ

め頃
ごろ

、クサギなどの花で蜜
みつ

や花
か

粉
ふん

を
集めます。ミツバチよりも大きく、おな
かに白と黒のしま模

も

様
よう

があります。

フクイアナバチB

里山の田畑の周
しゅう

辺
へん

にすんでいます。夏か
ら秋に見られ、土に穴

あな

を掘
ほ

って幼
よう

虫
ちゅう

の部
屋をつくり、ハネナシコロギスというコ
オロギの仲

なか

間
ま

を運びこみます。

サトセナガアナバチB

ゴキブリの多い住
じゅう

宅
たく

の周
しゅう

辺
へん

にすんでいま
す。春から秋まで見られ、ゴキブリ類

るい

の
幼
よう

虫
ちゅう

を捕
つか

まえて巣
す

に運び、卵
たまご

を産
う

みつけ
ます。

スギハラクモバチB

枯
か

れ木が多い森や林にすんでいます。切
り株

かぶ

や木の穴
あな

などに巣
す

をつくり、大きな
クモ類

るい

を捕
つか

まえて巣に運び、卵
たまご

を産
う

みつ
けます。

キオビクモバチB

海
うみ

辺
べ

の草地や河
か

原
わら

などにすみ、初
しょ

夏
か

から
秋に見られます。地面に穴

あな

を掘
ほ

って幼
よう

虫
ちゅう

の部屋をつくり、大
おお

型
がた

のクモ類
るい

を捕
つか

ま
えて巣

す

に運び、卵
たまご

を産
う

みます。

カバオビドロバチB

林の周
まわ

りや草地にすんでいます。成
せい

虫
ちゅう

は
夏に見られ、竹の筒

つつ

などに泥
どろ

で仕切りを
作って幼

よう

虫
ちゅう

のための部屋をつくり、ガの
幼虫を運びこんで卵

たまご

を産
う

みつけます。

ウマノオバチB

森や林にすみ、春から初
しょ

夏
か

に見られます。
メスは馬の尾

お

の毛のような長い産
さん

卵
らん

管
かん

を
持ち、木の奥

おく

深くに隠
かく

れているシロスジ
カミキリの幼

よう

虫
ちゅう

に卵
たまご

を産
う

みつけます。

クロマダラタマムシB

山沿
ぞ

いや神社にすみ、春から夏に見られ
ます。成

せい

虫
ちゅう

は黒く輝
かがや

く体に卵
たまご

色の斑
はん

紋
もん

が
あります。幼

よう

虫
ちゅう

は大きなエノキの枯
か

れた
枝
えだ

の中に入って育ちます。

コカブトムシB

森や公園の林にすみ、成
せい

虫
ちゅう

は夏から秋に
見られます。その名の通り、小さくて黒
いカブトムシです。オス、メスともに小
さな角を持っています。
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イチモンジチョウ要

森や林にすみ、成
せい

虫
ちゅう

は春から秋まで 3 回
ほど発生します。はねには黒地に白い 1
本の帯

おび

があります。幼
よう

虫
ちゅう

はスイカズラの
仲
なか

間
ま

の葉を食べて育ちます。

ウラギンヒョウモン要

明るい草原にすみ、初
しょ

夏
か

から秋に見られ
ますが、暑い夏は活動を休みます。成

せい

虫
ちゅう

はアザミなどで蜜
みつ

を吸
す

います。幼
よう

虫
ちゅう

は
スミレ類

るい

を食べて育ちます。

メスグロヒョウモン要

林のそばにある草原にすみ、夏から秋に
見られます。オスはオレンジ色、メスは
黒っぽい色をしています。幼

よう

虫
ちゅう

はスミレ
の仲

なか

間
ま

の葉を食べます。

イシガケチョウ要

日当たりのよい林にすんでいます。成
せい

虫
ちゅう

は春から秋に見られ、はねには白地に
黒い線が入った石

いし

垣
がき

のような模
も

様
よう

があり
ます。幼

よう

虫
ちゅう

はイヌビワの葉を食べます。

シルビアシジミ要

河
か

川
せん

沿
ぞ

いなど日当たりのよい草地にす
み、春から秋まで何度も発生します。小
さく青いシジミチョウで、幼

よう

虫
ちゅう

はミヤコ
グサを食べて育ちます。

ウラナミアカシジミ要

森や林にすみ、成
せい

虫
ちゅう

は初
しょ

夏
か

から夏に見ら
れます。はねの表側

がわ

は鮮
あざ

やかなオレンジ
色、裏

うら

側
がわ

は黒いしま模
も

様
よう

があります。幼
よう

虫
ちゅう

はクヌギなどの葉を食べて育ちます。

オオミドリシジミ要

森や林にすみ、成
せい

虫
ちゅう

は夏に見られます。
オスは午前中に活動し、葉の上にとまっ
てなわばりを張

は

ります。幼
よう

虫
ちゅう

はコナラな
どの葉を食べて育ちます。

ウラゴマダラシジミ要

森や林にすみ、成
せい

虫
ちゅう

は初
しょ

夏
か

に見られます。
はねの表面は薄

うす

い 紫
むらさき

色で黒いふち取り
があり、とてもきれいです。幼

よう

虫
ちゅう

はイボ
タノキの葉を食べて育ちます。

コチャバネセセリ要

ササがよく茂
しげ

った林にすみ、春と夏の 2
回発生します。成

せい

虫
ちゅう

は体が小さく、とて
もすばしっこく飛

と

び回ります。幼
よう

虫
ちゅう

はサ
サの仲

なか

間
ま

の葉を食べて育ちます。

ホソバセセリ要

林のそばにある草地にすんでいます。成
せい

虫
ちゅう

は夏に見られ、ふらふら飛
と

んではアザ
ミなどの花で蜜

みつ

を吸
す

います。幼
よう

虫
ちゅう

はスス
キなどイネ科の葉を食べて育ちます。

ダイミョウセセリ要

森や林にすんでいます。成
せい

虫
ちゅう

は春から秋
までの間に 2 ～ 3 回発生し、ヒメジョ
オンなどの花で蜜

みつ

を吸
す

います。幼
よう

虫
ちゅう

はヤ
マノイモの葉を食べて育ちます。

ノシメトンボ要

水田や池にすんでいます。成
せい

虫
ちゅう

は夏から
秋に見られ、夏は林の縁

へり

にいて、秋に田
んぼやため池で卵

たまご

を産
う

みます。はねの先
に大きくこげ茶色の斑

はん

紋
もん

があります。
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